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1. 近年共稼ぎ家庭が漸 増し，第１ 子分娩年 令が 高年

化 するのではない かと懸念 されてい る。 第１ 子分娩年 令

には適 令期があ り， 難産 に陥ったために身心障 害児 が発

生 する率は高い。こ れを防 止するためには，分娩年 令や

妊娠 中の母 体の健康管理 に留意 し，異常 の早期発見と早

期治療 につ とめるこ とが肝 要であ る。演 者は分娩適 令期

お よび 難産 による身心障 害児出生 に対 する本研究を行な

った。

2. 調査対象地域，調 査対象者 の構成，調 査方法お よ

び調査時 期は 前報の 通りで あ り，調 査結果はt 検定 に

よって 有意差 検定を 行な った。設問は 第１子分娩年 令お

よび難産に よる身心障害児出生に対 する認識を問 うたも

のであ る。

3.    1.望ましい第１子分娩年令は20 ～29歳 と答えた も
のが90 ％以上で，大部分 のものがこ の問 題を正 しく理 解

してい た。

2.難産のために精神薄弱児や不具者が生 まれ ると思っ

たものは約 半数あ り，残 りの半数 はこ の問題について理

解がなか った。


